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｢教育的スロイド｣の成立をめぐって

1.はじめに

学校のカリキュラムの中にものづくりにか

かわる教科がいつからどのようにして登場し

たのかを正確にとらえておくことは､今日の

この教科のあり方を考えるうえで意味のある

ことである｡日本の小学校 (高等小学校､当

時は第5学年から第8学年)のカリキュラム

(ただし､男子のみ)に手工科が導入されたの

は､1886(明治19)年5月のことであった(女

子には裁縫科がより早く導入されているが､

この点については別の機会に論じたい)｡今か

ら120年近く前のことである｡日本の手工科

は､当時の国際的な動向とかかわって導入さ

れたこと､なかでもスウェーデンのスロイド

とフランスの手工 (料)教育がモデルとされ

たことはこれまでの研究で明らかにされてい

る｡昨年に出版された宮崎横道著 『創始期の

手工教育実践史』(風間書房､20n3年)では､

日本の手工科はフランスの手工科をモデルに

したとされている(同書44頁)｡筆者は､別稿

において､日本の手工科に対するスウェ-デ

ンのスロイドの影響を教育交流の面から解明

し､スロイドの影響が少なくなかったことを

明らかにした (拙稿 ｢手工科成立過程期にお

ける日本とスウェーデンとの教育交流- 辛

工科に与えたスロイドの影響の再評価｢
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表題に ｢教育的スロイ ド｣(pedagogiska

s16jdcn)という言葉を掲げたが､この言葉は

1880年代のスウェーデンにおいて､オット

ー･サロモンという人物が提唱した概念であ

った｡この言葉を掲げて､サロモンは､子ど

横 山 悦 生

もの発達 (人間形成)に主要な目標をおいた

手⊥科 (教育)の内容や方法をつくりだそう

とした｡本稿では､この｢教育的スロイド｣が

北欧においてどのように成立していったのか

について､北欧での調査をもとに明らかにな

ったことを中心に述べてみたい｡

2.ウノ･シグネウスと｢教育的スロイド｣

世 界 で最 初 に手 工 科 を民 衆 学 校

(llolkskolan)のカリキュラムに導入した国は

フィンランドであった｡この教科の導入に大

きな役割を果たしたのが､そのフィンランド

で1866年･からスタートした初等教育制度の基

礎をつくったウノ･シグネウスであった｡シ

グネウスがなぜ手工科を必修教科としてカリ

キュラムの中に導入したのか｡そして､その

手工科の教育内容をどう具体化したのれ こ

れらについてシグネウス自身が語っているこ

とを少し長い引用になるが､以下に紹介する

(ウノ･シグネウスからオット-･サロモンに

あてた手紙(原文はスウェーデン語)､1881年

り月2リ日付､ヘルシンキ図書館所蔵)

｢私の子ども時代において､早く他界した父

は､いろいろな作業場にわたしを連れていき､

私の心にさまざまな手仕事に対する関心をう

えつけました｡私はすでに12歳のときにはさ

まざまな木⊥作業や旋盤で削ったりする作業

ができ､一般的な技能を身につけていました｡

そして､そのことは私の人生において非常に

役立ちました｡それゆえ､私が成人になって

教育学の勉強を始めたとき､手の労働

(handarbctc)を学校の生徒たちに実行させる

博愛主義者たち (フィランソロピスト)の試
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みに影響を受けたように思います｡しかし､私

は実際になぜそれらの試みが成功しなかった

のかをすぐに理解しました｡つまり､博愛主

義者たちはその学校における手の労働を手仕

事的に (handicrartの問題として)あっかい､

まったく教育学的な教養のない､しかもそれ

をひとつの熟練技能 〔craFt)の問題としてあ

つかう職人たちにまかせてしまったのです｡

ぺスタロツチの書物のより徹底的な研究を

通して､ひとつの形式的(formelt)な教育(形
式陶冶)の手段として学校において手の労働

(handarbete)を教えることの重要性が私には

はっきりとしてきました｡よく知られている

ように､ぺスタロツチは古いスコラスティッ

クな詰め込み主義と内容のない機械的な暗証

主義に対してたたかいました｡彼は､他の矯

止手段のなかで実物教授を強調し､子どもの

成長にもとづいて､眼に訴える教育方法を強

調しました｡これもよく知られたことですが､

ぺスタロツチ自身と多くの彼の盲目的模倣者

たちは､いわゆる実物教授､思考､話し言葉

の練習において､退屈で､つまらないおしゃ

べりに退化しました｡そして､それは､もは

や発達や教育とはまったく別物でした｡こう

してフレーベルが登場してきたのです｡彼は､

子どもにとって眼や他の感覚で外界の対象物

を理解しようと試みたり､それらを描写する

ことでは不十分であることを強調しました｡

そして､子どもにできるだけはやく自分の眼

で理解したことを自分自身で形づくったり､

自分の活動をとおして何かを創り出すことを

教えなければならないとしたのです｡この目

的のために､彼は ｢恩物｣(Spielgaben)を編

集しました｡それは､まず第一に球と立方体

とそれらを関連づけた丸棒を含んでいました｡

さらに､ひもあみ作業やデザインにしたがっ

てつみきで組み立てる作業やあみものや刺繍

の作業等々を内容としていました｡これら

の ｢恩物｣は､確かに子どもの観察能力と形

態感覚を高度に発達させ､ある種の一般的な

技能さえ身につけさせます｡そして､それら

は年齢の低い子どもたちにとって､あるいは

学校の第一段階に対しては､非常に通してい

ます｡しかし､それらはほとんど平板な面を

扱う作業であるので､それをとおして獲得し

た技能は､高学年の生徒や青年にはもはや適

切ではありません｡それゆえ､学校において

手の労働を形式的な教育 (形式陶冶)の手段

(formeltbildningsmedel)として使うという

原則を厳密に固持しながら､形態と美の感覚

を発達させるような目的と同時により厳密な

レベルで一般的な技能を教育するような目的

をもって､高学年の生徒に通するような､あ

る種の手の労働を導入すべきであると考えま

した｡それは､とくに木工作業､旋盤での作

業､鍛冶､かご編み等 の々ような作業です｡こ

の点で､当然ながら民衆学校においてはさま

ざまな分野での高度な芸術性を達成させるよ

うなことがあってはならないと思います｡あ

るいは､ものを製作することにおいて工業製

品と競争するような試みがあってはならない

と思います｡そうではなくて､生徒が小刀で

切ったり､おので切ったり､鍛造したり､ヤ

スリをかけたりするような単純な手作業を学

ぶべきなのです｡また､同様にすべての作業

をきちんと正確にこなし､均衡のとれた形や

スタイルをもってすべてを止しくつなぎあわ

せることを学ぶべきなのです｡このようにし

て､民衆学校における手の労働の設定された

教育目標が達成されるのです｡｣

ここには､ シ グネウスが民衆学校

(fou(skolan)の高学年の生徒たちに ｢手の労

働｣を教育的な目的のもとに組織すること必

要性の認識に至ったプロセスが語られている｡

彼は ｢形態と美の感覚を発達させる｣目的と

｢一般的な技能を育てる｣目的をもって ｢手の

労働｣の教育内容を ｢木工作業､旋盤での作

業､鍛冶､かご編み等々のような作業｣とし

た｡シグネウスが初代校長であった､ユベス

キュレの帥範学校での必修教科であった手工
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科の教育内容もそのような内容から構成され

ていた｡しかし､このような多様な手工を教

える試みは実際には成功しなかったようであ

る (この点については､これまでに研究にお

いて必ずしも明らかにされていない)｡こうし

て､オットー･サロモンが登場した｡

3.オットー･サロモンと｢教育的スロイド｣

オットー･サロモンは､1877年初夏にウノ･

シグネウスをユベスキュレに訪問した後､ス

ロイド教員養成についての示唆 (職人ではな

く､民衆学校教員をスロイド担当教員として

訓練することの重要性についての示唆)をえ

て､1878年から短期の講習会を開始した｡そ

こへの参加者や訪問者との議論をとおして､

モデル･シリーズといわれるオペレーション

の難易度と組み合わせた日用占Ao)製作物のセ

ットを完成させていった｡それをふまえて､サ

ロモンによって提唱された ｢教育的スロイド｣

の考え方は188()年代半ばにはスウェーデンの

多くの地域に受け入れられるようになり､ま

た世界の国々にも普及していった (ネ-スの

夏期手工講習会には35ヶ国から参加してい

る)(HansThol･bjornsson,"Naasoch

Salomon- sloiLlcnochleken",19')0)｡サロ

モンは､手工科の教材を木工に限定してモデ

ル ･シリ-ズをつくりあげた｡しかし､サロ

モンもシグネウスと同様に1870年代までは多

様な種類の手工をとりあげていた｡1878年の
セ ミ ナ リ ウ ム

ネ-スのスロイド教員養成所 (主として職人

を対象とした1年間のスロイド担当教員養成

コース)での手工の実習のねらいとして ｢指

物作業､旋盤作業､木工彫刻､鍛治作業など

の異なる道具を知ることと､これらの道具の

扱いに慣れること､簡単な道具や家庭で用い

る器具を作ったり修理したりすること､質素

な家庭にあわせた家具の製作､荷車の車輪や

本体の製作､大きな刃物の製作とヤスリを使

った作業｣があげられていた｡これらの内容

は1878年のスウェーデンの最初の民衆学校の

カリキュラム ("Normalplanfarundervis一山一

genifolkskolorochsmaskolol･")におけるス

ロイドのねらいと対応していた｡すなわち､そ

れは次のように規定されていた｡｢スロイドの

教育に際しては､男子生徒に普通に (家庭に)

存在する道具､とりわけ木工道具､もし旋盤

や彫刻や鍛冶などの道具があるならば､その

ような道具を使用することをまず教えること､

その際に農民にとって特に必要な対象物が製

作されるべきである｡｣ここから､当時のスウ

ェ-デンの農民の日常生活にとって木工道具

とその使用法がきわめて重要なものとされて

いたことが読みとれる｡このことが､サロモ

ンが木工を重視した大きな理由であると考え

られる｡では､次にサロモンは､なぜ木工に

限定したのか｡そして､彼が定式化したいく

つかの原則 (ここでは紙数の関係で触れるこ

とができないが､｢易しいものから難しいもの

へ｣などの原則をサロモンは定式化した)に

ついてサロモンがどこからそのアイデアをえ

たのか｡これらの点についてサロモン自身は

多くを語っていない｡いま､筆者が追求して

いる課題の一つはこの点にある｡他日を期し

たい｡ (名11層大学)
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